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観
察
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用

法

に
就

い
て

・

歴
史
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登
展

鑛

見
た

る
世
界

不
況

・

助
郷

制
度
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い
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:
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諭

幹兜
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シ

ャ

ン
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悼
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尊
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企
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駅
搬
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見
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・
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附
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新

着
外
因
経
済

雑
誌
主
要

論

題

・
法
華
博
士

榊

戸

正

雄

・
文
學
博
士

高
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保

馬
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學
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人

間

學

的

肚

會

哲

學

■

米

田

庄

太

郎

隅
、
柑質
量
}
の
概
念

二
、
社
會

哲
鷹
+
の
櫓
念

四
、
瀧
會
哲
學

と
壮
會
政
策
學

三
、
自
由

に
生
き
ん
と
す
る
人
間

の
共
同
生
活
團
艦
或
は
共
同
肚
曾

和

は
本
雑

誌
前

號

の
拙
稿

、
「
精
神

科
學

の
新
分
類

論

の
吟
味

」
の
終
り

に
述

べ
し
如

く
、

フ
ラ

イ
ヤ
ー

の
現
質

料
學

と

し

て

の
肚
會

學
た

る
も
の
は
、
嚴
密

な

る
科
學

と

し

て

の
杜
會

學
と

は
認

め
得

ら

れ
な

い
も

の
で
あ

る
が
、

併

し

一
の
肚
會
哲

學

と
し

て
見

れ
ば
、
輓

近

の
生
命
哲

學

或

は
人

間
學

の
立
場

か
ら
見

て
重
要

な

る
意

義
を
有

す

る
も

の

で
あ

る
と
考

へ
、
そ

う
し

て
か

か

る
肚
會
哲
學

と

し

て
彼

の
赴
會

學

を
批

判
す

る
こ
と

に
よ
り

て
、
私

O

人

間
學

的
肚
會

哲
學

の
根
本

思
想

の

一
般

を
示

し
た

い
と
思

ふ
の

で
あ

る
。
就

て
は
先

づ
本

號

の
拙

稿

に
於

て

は
、

其

の
準
備

と
し

て
肚
會
哲

學

の

一
般

的
概
念

、
井

に
実

れ
と
肚
會

學
及

び
肚
會

政
策
學

と

の
關
係

の

一
般
を

、
簡

軍

に
論
述

し

て
置

き

た

い
と
思

ふ
。

そ
う

し

て
私

の
見

る
庭

で
は

、
此

の
事

は
科

學

と
し

て
の
肚
會

學

の
概

念

を

征
當

に
規

定

す

る
爲

め

に
も
、
方

法
論

上
肝
要

で
あ

る
の
で
、
私

は
今

日
ま

だ
科
學
と

し

て
の
肚
會

學

の
概

念

が

判
然

規
定

さ
れ

て
居
な

い
の
は

、
云

ふ
ま

で
も
な

く
前
號

の
拙
稿

中

に
述

べ
し
如

く

、
科
學

の

一
般

的
概

念

や
其

の
根
本
的

分
類

が
ま
だ
學

問

論
士
完

全

に
構
成

さ
れ

て
居

な

い
が
爲

め

で
あ

る
と

思

ふ
が
、
更

に
実

れ

に
加

へ
て

人
間
量
的
社
倉
哲
學

第
三
+
四
巻

三
四
七

第
二
號

三
七



人
間
學
的
社
倉
哲
學

第
三
+
四
巻

三
四
八

第
二
號

三
八

肚
會

哲
學

の
概

念

や
肚

會

政
策
學

の
概

念

が

、
判
然

規

定

さ
れ

て
居

な

い

こ
と

も
亦

、

ヤ

ハ
リ
其

の
重
要

な

る

一

理
由

で
あ

る
と
考

へ
る

の
で
あ

る
。
要
す

る

に
私
は
杜
會

哲
學
及

び
肚

會
政

策
學

の
概

念

を
學

問
論

上
矢

れ
夫

れ

正
當

に
規
定

す

る
こ
と

は
、
其
筈

の
學
問

の
夫

れ
実

れ

に
と

っ
て
肝
要

な

る

の

み
な
ら
す

、
更

に
科
學

と

し

て
の

肚
會

學

の
概

念

を
正
當

に
規
定

す

る
駕

め

に
も
肝
要

で
あ

る
と
思

ふ
。
併

し

本

論
文

に
於

て
は
、
肚
會
哲

學

の
概

念

に
就

て
も

、
亦
肚

會

政
策
學

の
概
念

に
就

て
も
、
夏

に
爾
者

の
關
係

に
就

て
も
.
只
私

の
考

へ
の

ホ

ン
の

一
般

を
約
説

す

る
だ

け

に
止
め
ざ

る

を
得

な

い
の
で
、
詳
し

く
ぱ
目
下

準
備

し

つ

つ
あ

る
私

の
著

曹

に
譲

る
。

繭
、
哲

學

の

概

念

`

廣

く
杜

會
哲
學

乏

云

へ
ば

、
肚

會
的

現
質

態

或
は
肚

會

的
理
責

存
在

を

一
般

的

に
科

學

的

に
研
究

す

る

こ
と

に

射

し

て
、
之

を

一
般

的

に
哲
學

的

に
考
究

す

る
こ
と

を
意
味

す

る
の
で
あ

る
が

、
併

し
肚
會

的

現
實

態

を
科
學

的

に
研
究

し
或

は
思
惟

す

る
と
云

ふ
こ
と

に
謝

し

て
、
之

を
哲

學
的

に
考
究

し

、
或

は
思
惟

す

る
と

云

ふ
こ
と

は
、

・
根
本
的

に
は
何
を
意

味

す

る
か
。

此

の
問

題

は

つ
ま

り
は
哲

學

の
概
念

の
規

定

に
よ
り

て
、
根
本

的

に
解

決

さ

れ
る
も

の
で
あ

る
こ
と
は
云

ふ
ま

で
も
な

い
。
然
,る

に
哲
學

の

一
般
的
概
念

を
規
定

す

る
と

い

ふ
こ
と

は
、
之

を
自

分

は
衝

撃

を
本
來

如

何
な

る
學

問

で
あ

る
可

き
も

の
と
認

め
る

か
と
云

ふ
が
如

き
意
味

に
於

て

で
な

く
、
哲

學

と
総
幕

さ

れ
て
居

る
古
代

か
ち

の

人
間

の
精

神

的
肚

會

的
歴
史

的
生
産

物

の

一
定
部

類

を
適

當

に
包

括

す

る

一
般

的
概
念

は

、
如

何

に
規
定
さ

れ

る



か
と
云

ふ
意

味

に
於

て
解

す

る
に
於

て
は
、
甚

だ
困
難

な

る
問
題

と
な

る
の
で
あ

る
。

今

現
代

の
著

名

な

る
哲

學

者
が
企

だ

て
た
哲
學
概

念

の
規
定

を
概

観

す

る
と
、

フ
ッ
ナ
ー

ル
の
有
名

な

る

「
嚴

密

な

る
學

と

し

て
の
哲

學
」
の
概
念

の
如

き
は
、
(出
岳
・。o
芦

H、運

。
㎝o
喜

δ

巴
・。
。。【お
夷

。
タ
、圃・・。霧
6
ぎ

3

目
o
σq
8

ご

甚

だ
深

妙

な
、
雄
大

な

る
哲

學
概

念

で
あ

る
が
、
併

し
か

か

る
哲

學
概

念

に
充
當

す

る
現
實

な

る
哲

學

は
、
古
來
嘗

-
て
建

設

さ

れ
た

こ
と

が
な

く
、
ム
、
や

フ
ッ
ず
ー

ル
自

身

に
よ
り

て
新

た

に
建

設

さ
れ
ん
と

し

て
居

る
も

の
で
あ

る

か
ら

、
吾

人

は

か

、
る
哲

學
概

念

を
以

て
、
哲

學
と
総

稽

さ
れ

て
居

る
古

代

か
ら

の
人
間

の
精
紳

的
杜
會

的
歴
史

的

生
産

物

の

一
定
部

類
を

、
通
常
に

包
括

す

る
も

の
と
認

め

る
こ
と
が
出
来

な

い
。
要
す

る

に

フ
ッ

ず
ー

ル
の
「
嚴
密

な

る
學

と

し

て
の
哲

學
」

の
概

念

は
、
あ

る
可

き
哲

學

の
概
念

の

一
典

型
と

し

て
重
大

な

る
意
義

を
有

す

る
も

の

で
あ

る
が

、
併

し
あ

る
哲

學

の

一
般

的
概

念

と

は
認

め
得

ら

れ
な

い
と
思

ふ
。

そ
う
し

て
私
は
あ

る
哲

學

の

一
般

的
概

念

を
規

定

す

る
薦

め

に
は

、
即
ち
哲

學

と

一
般

に
総
稻

さ

れ

て
居

る
古
代

か
ら

の
人

間

の
精
脚

的
肚
會

的
歴

史

的
産
物

の

一
定
部

類
を

、
適

當

に
包
括

す

る
も

の
と

し

て
の
哲

學

の

一
般

的
概
念

を
規

定
す

る
爲

め

に
は
、
ゲ

イ

ル
タ

イ

の
用

ひ
た

方
法
は
先

づ
大

燈
上
最

と

も
適

切
な

も

の

で
あ

る
と
考

へ
る
。
(U
岸
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p

ζ

臣

・)
併

し

か

か

る
方
法

に
よ
り
て
獲
得

さ

れ
る
哲

學

の

一
般

的
概
念

と
し

て
、
最

と
も

正
當

な

る
も

の
は
何

ん

で
あ

る

か
を
指
示

す

る
も

の
と

し

て
は
、
ジ

ム
メ

ル
の
見

方
或
は

考

へ
方

は
私

の
最

と
も
深

く
土
ハ鳴

し
得

る
も

の
で
あ

る
。
(Q。
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=
宕
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9
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ユ
q

寄
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露
ρ

δ
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)

そ

れ

で
私

は
大

燈

上

ジ
ム
メ

ル
の
考

へ
方

に
從

ふ
て
、
先

づ
あ

る
哲

學
帥

ち
哲
學

と
総
稽

さ

れ

る
入

間

の
橋
脚

的

人
間
學
的
肚
會
哲
學

第
三
+
四
巻

三
四
九

第
二
號

三
九



人
間
學
的
杜
會
哲
學

第
三
十
四
巻

三
五
〇

第
二
號

四
〇

肚

會

的

歴

史

的

生

産

物

の

一
定

部

類

の

一
般

的
概

念

を

規

定

し

、

実

れ

よ

り

フ
ッ

ず
ー

ル
の
方

針

の
如

き

も

の

に

從

ふ

て

、
私

が

あ

る
可

き
哲

學

の
概

念

と

認

め

る
も

の
を

規

定

し

た

い
と

思

ふ
。

そ

う

し

て

か

か

る
見

地

か
ら

哲

學

の
概

念

を

規

定

せ
ん

と

す

る

に
當

っ

て

は

、

マ
ッ
ク

ス
・
シ

ェ
ラ

ー

の
哲

墨
・論

は
、
大

に
墾

考

す

可

き

も

の

で
あ

る
と

考

へ
る

の

で
あ

る
。
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p
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N
u
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併

し

吾

人

は

あ

る
哲

學

の

一
般

的
概

念

を

規

定

せ

ん

と

す

る

に
於

て

は

、

當

然

一
致

し
得

る

の

で
あ

る
が

、
併

し

あ

び
ず

ロ
ロじ
ム
の
　
ドト　
しヘ
リ
と

の　
げ
コ

ノ

ロ

し
トロ

し
し

　し
　き

ノ

ロ
ド
ロ
ノ
　　
　

　

　

レ

る
肩

き
嘩

導

¢
彬

喬

を

寿

錠

七
五

と

宣

る

に
雇

て

は

、

愛

す

し

も

{
毒

し

駕

る
も

の

で

な

い
。
足

れ
あ

る
可

き
哲

學

概

念

の
規

定

に
於

て

は

、
後

に
述

べ

る
如

く

、

吾

人

の
典

型

的
精

神

性

が

自

か
ら

表

現

さ

る
可

き

で

あ

る
か

ら

で
あ

る

。

が

く

て
私

は

私

の

あ

る
可

き

哲

學

の
概

念

を
規

定

せ

ん
と

す

る

に
當

っ
て
、

マ
ッ
ク

・
ス

シ

エ
ラ

ー

の
哲

學

論

か
ら

學

ぶ

庭

少

な

く

な

い

が

、

し

か

も

私

の

到

達

せ

る
衝

撃

概

念

は

彼

の
哲

學

概

念

と

は
異

な

っ
て
居

る

。

ム
ー哲

學

と
総

幕

さ

れ

て
居

る
人

間

の
精

油

的

肚

會

的
歴

史

的

生

産

物

の

一
定

部

類

は

、
其

の
内

容

の
上

か

ら

見

れ

ば

千

差

万

別

で
あ

っ

て
、

総

て

に
共

達

す

る

一
般

的

な

或

物

を

登

見

す

る

こ
と

は
恐

ら

く

は
不

可
能

で
あ

ら

う

と

思

は

れ

る
。

今

日

ま

で
哲

學

に
與

へ
ら

れ

た

る
絡

て

の
定

義

は

、

一
般

的

に
は

つ
ま

り
哲

學

者

が

夫

れ

実

れ

あ

る
可

き

と

考

へ
る
哲

學

の
概

念

を

規

定

せ

る
も

の

に

し

て

、

あ

る
哲

學

の
概

念

を

規

定

す

る
も

の

で
な

い
と

思

は

れ

る

。
然

ら

ば

哲

學

の

一
般

的

概

念

を

規

定

す

る

こ

と

は

全

く

不

可
能

で
あ

る
か

。

私

は
先

づ

ジ

ム

メ

ル
の
論

ぜ

る
如

く

、
哲

學

の
内

容

や

目

的

に
就

て
哲

學

の

一
般

的
概

念

を

規

定

す

る

こ
と

は

不

可
能

で
あ

る
が

、
併

し
絡



て
の
大
哲

學

者

の
態

度

に
注
目

し

て
考
察

し
、
其
庭

に

一
般

的

な
或
物

を
登

見
す

る
こ
と

に
よ
り

て
、
哲

學

の

一

般

的
概
念

を
大

膿

上
規

定

す

る
こ
と
が
出
来

る
と
考

へ
る
の
で
あ

る
。
然

ら
ば
総

て
の
大
哲
學

者

の
態
度

に
於

て
、

如

何
な

る

一
般

的

な

る
も

の
が
登
見

さ

れ

る
か
。
此

庭

に
先

づ

ジ
ム

メ

ル
の
哲
學

論

の
大
要
を
述

べ
、
私

の
哲

學

の

一
般
的
概
念

規

定

の
出

登
鮎

を
示

し

て
置

く
。

(憩
∋
B
巴
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髪
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ジ

ム
メ
ル
の
論
ず
る
塵
に
よ
れ
ば
、
総

て
の
哲
學
者
の
態
度
に
注
目
す
る
と
、
先
づ
哲
學
者
と
は
存
在

の
全
膿

に
封
し
て
、
之
を
受
容

し
、
之
れ

に
反
動
す
る

一
の
機
官
を
具
有
ナ
る
人
で
あ
る
と
云

ひ
得
ら
れ
る
。
換
言
ナ
れ
ば
哲
學
者

は
事
物
及
び
生
命

の
全
艦

に
射

し
て

一
の
官
能
、
及
び
共

の
全
將

の
直
潮
…或
は
感
情
を
諸
…概
念
井
に
夫
れ

の
諸
結
合

に
化
成
す
る
叱馳
」刀
を
有
」す
る
人

で
あ
る
。
然
る
(
児
翻買
年
産

り
会
摺
…ぱ
五
口
入

(
郵
へ
～
ら
に

て
居
な
い
。
與

へ
ち
れ
て
居
る
も
の
は
、
只
夫
れ

の
断
片

だ
け

で
あ
る
。

か
く

て
吾
人
は
哲
學
的
知
力

.の
反
動
を
惹
起
す
る
爲

め
に
、
先
づ
與

へ
ら

れ
た
る
現
實
態

の
断
片

か
ら
、
其

の
全
艦
を
理
念

と
し
て
或
は
軍
に
憧
憬
と
し
て
さ

へ
も
作

り
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
客
観
性

の
諸
断
片

か
ら

一

の
客
槻
納
全
髄
を
哲
學
的

に
産
出
す
る
こ
と
、
及
び
か
く
の
如
く
に
し
て
産
出
遷
れ
た
る
も
の
を
基
礎

と
し
て
更

に
築
き
上
げ
る
こ
と
は
、

つ
重
り

は
只
吾
人

が
精
神

の
全
髄
化
能
力
と
群
し
得
る

一
の
普
遍
的
な
能
力

の
作
用

の
、
非
常

な
る
高
上
を
意
味
す
る
も

の
に
外

な
ら
な

い
。
か

く
て
此

の

全
髄
化
能
力
は

一
切

の
哲
學
す
る
こ
と

一
般

の

一
般
的
前
室

と
な
る
の
で
あ

る
へ

今
古
代
か
ら
の
哲
學
史
を
混

く
深
く
渉
猟
す
る
と
、
存
在

の
全
膣

、
或
は
世
界

の
全
髄
を
把
捉
す
る
二
つ
の
根
本
的
に
相
異
る
れ
る
企

だ
て
ボ
行

は
れ

て
居
た

こ
と
が
登
見
さ
れ
る
。
其

の

一
は
神

秘
主
義

に
よ
り
て
代
表
的

に
表
示
さ
れ

て
居
る
も
の
・
即
ち
實
在
の
方
面
か
ら
世
界

の
全
膿
を
把

捉
せ
ん
と
す
る
も
の
、

二
は
カ
ン
ト
の
哲
學

に
よ
り
て
代
表
的

に
表
示
さ
れ

て
居
る
も
の
、
即
ち
認
識
主
観

の
方
面
か
ら
世
界

の
全
膣
を
把
捉
ぜ
ん

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
世
界
全
艦

の
哲
學
的
把
捉
は
、
根
本
的

に
は
世
界
全
膣
を
純
粋
無
形
式
的
本
艦

に
還
元
す
る
か
、
叉
は
之
を
無
内

容
的
形
式

に
還
元
す
る
か
に
よ
り
て
途
成

さ
れ

て
居
る

の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
世
界
全
艦

の
把
捉
は
、
右

に
述

べ
し
が
如
き
立
場

の
根
本
的
差
異
に

よ
り
.て
、
重
大
な
る
差
異
を
生
ず
る

こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な

い
。
併

し
又
最
根
本
的

に
は
、
雨
着
に
共
涌
す
る
普
遍
的

な
或
物

の
.存
在
ナ
る
こ
芝
が

螢
見
さ
れ
る
。
要
す
る
に
カ
ン
ト
の
考

へ
る
慮

に
よ
れ
ば
、
認
識
世
界
を
構
成
す
る

一
切

の
形
式
は
、
中
心
的
な
、
本
来
創
造
的
及
び
規
範
給
附
的

な

一
の
形
式
、
即
ち
統

一
性

の
形
式
に
蹄
着
す
る
の
で
、
か
く

τ
理
解
し
得
ら
れ
る
世
界

の
形
成

の
原
理
は
、
多
様
な
る
も
の
の
統

一
と
欝
せ
ら
る

可
き

で
あ
る
。
そ
う
し
て
此

の
多
様

な
る
も
の
の
統

一
と
云
ふ
ζ
と
が
、
吾
人

の
認
識
世
界

の
形
式
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、

つ
ま
り
此

の
世
界

は

人
間
學
的
杜
曾
哲
學

第
三
+
四
巻

三
五

一

第

二
號

四

一



人
間
學
的
肚
會
哲
學

第
三
十
四
巻

三
五
二

第

二
號

四
二

意
　識
の

一
定

の
根
本
形
式

に
よ
り
て
、

一
方

に
於

て
は
制
約
さ
れ
、
他
方
に
於

て
は
實
現
さ
れ
て
居
る
が
爲
め
で
あ
る
が
、
今
其

の
意
識

の
根
本
形

式
と
云
ふ
は
即
ち
統

一
の
形
式

で
あ
る
。
私

の
意
識

の
諸
内
容
は

一
の
自
我

の
成
心覧
及
び
思
想
、
衝
動
及
び
受
苦
と
し
て
意
識

さ
れ
て
居
る
が
、
此

の
自
我
は
内
容

の
多
様
性

の
各
駐
に
於

て
同

一
的
な
る
も
の
と
し
て
自
麗
し
、
内
容
及
び
生
塵
物

の
不

一
致
や
矛
盾

に
よ
り
て
引
き
裂
か
れ
る
こ
と

の
出
来
な

い
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
吾
人

に
於
け
る
此

の
自
我

の
最
後

の
黙

(
夫
れ

の
中

に
世
界
は
取
締

し
、
又
夫
れ
か
ら
世
界

を
己
れ
自
身
の

中
に
把

み
、
か
く

て

一
般
的

に

「
の
世
界

に
作
り
上
げ
る
諸
光
線

が
放
射
す
る
)
は
、
紳
秘
主
義
者

エ
ッ
ク
ハ
ー
ル
ト
が
寮
魂

の
中
心
貼
、
蜜
魂

の

眞
臆
と
し

て
「
小
さ
き
火
花
」
と
穂
す
る
も

の
と
、
世
界
全
聡

の
把
捉

に
難
し
て
同

一
の
意
義
を
有
す
る

の
で
あ
る
。
要
す
る
に
現
實
存
在
の
全
艦
或

は
世
界

の
全
騰

の
哲
學
的
把
捉

の
二
つ
の
根
本
的
企
だ
て
の
何
れ
に
あ
り
て
も
、
精
神
は
ま
さ
し
く
己
れ

の
橘
野
的
中
心
的
統

一
性

に
よ
り
て
、
現

實
.存
在

の
縄
劃
的
全
艘

へ
の
關
係
或
は
結
び
附
き
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
。

右

に
述

べ
し
如
く
に
、
哲
學
的
基
本
態
度
は
、
精
神

の
最

と
も
深
奥
な
る
統

一
性

に
よ
り
て
實
現
さ
れ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
此

の
態
度
の
諸
特
殊

性

を
當
然
な
る
結
果
と
し
て
獲
展
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
先
づ
第

一
に
、
人

々
が
普
通

に
、
経
験
的
或
は
籔
學
的
精
密
認
識

の
客
観
性

に
封
立
す
る
・

哲
學
的
蓄
理
論

の
圭
槻
性
と
構
す
る
其

の
特
殊
性

に
就

て
考
察
す
る
が
、
今
知
力

の
統

一
的
反
動
が
行
は
れ
る
事
物
の
範
園
が
廣
大
な
る
ぼ
ど
、
其

の
反
動

に
於

て
知
力

の
個
性

が
益

々
自
由

に
表
現
し
得
る
の
で
、
か
く
て
人

々
が
世
界
親

と
孵
す
る
も
の
は
、
諸
人
格
性

の
異
な
れ
る
在
在

に
最
と

も
多
く
依
存
す
る
。
藝
術
は

一
の
気
質
を
逓
七
て
見
ら
れ
た
る

一
の
世
界
形
象
で
あ
る
と
云
ひ
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
哲
學
は

一
の
世
界
形
象
を
通
し

て
見
ら
れ
た
る

一
の
気
質

で
あ
る
と
云
ひ
得
ら
れ
る
。
併

し
哲
學
す
る
人
間

の
撒

の
あ
る
だ
け
哲
學

の
撒
が
あ
る
と
云
ふ
の
で
な

い
。
世
界
観
を
規

定
す
る
哲
學

の
原
本
的
基
本
動
機

の
撒
は
甚
だ
制
限
さ
れ

て
居
る
。
か
く
て
哲
學

の
「
主
観
性
」
な
る
も
の
は
、
決
し
て
個
人

の
任
意
性
叉
は
恣
意
性

を
意
味
す
る
も
の
で
な

い
。
そ
う
し

て
此
慮

に
、深

い
根
元
を
有
し
、傳
來

の
何
れ

の
概
念
を
以

て
も
直
ち
に
記
述
し
得
ら
れ
な

い

【
の
精
油
的
範
疇

が
聾
児
さ
れ
る
。
夫
れ
は
個
人
的
主
観
性

の
彼
岸

に
存
在
す
る
と
同

じ
く
、
善
漏
的

な
論
理
的
客
観
的
思
惟

の
彼
岸

に
も
存
在
す
る

一
の
第
三
者
で

あ
る
。
此

の
第
三
者
履
替
學

の
根
元
地
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
暴
れ
哲
學

の
存
在
は
か
エ
る
第

三
者

の
存
在
す
る
こ
と
を
、
夫
れ
の
前
提
と
し
て
要

求
す
る
か
ら
で
あ
る
。

矛
、う
し
て
吾
人
は
か

」
る
第
三
者
を
吾
人
に
於
け
る
典
型
的
精
神
性

の
暦
と
稻
し
得
る
。
偉
大
な
る
哲
學
的
作
業
を
特
質
附

け
る
驚
嘆

す
可
き
事
實
、
即
ち
他
と
取
り
換

へ
ら
れ
難
き
人
格
性
、
及
び
明
確
な
る

一
面
性

の
世
界
観
及
び
人
生
観
を
與

へ
る
と
同
時

に
・
普
遍
的

に
人
間
的

な
る
も
の
、
超
個
人
的

に
必
然
的
な
る
も

の
、
及
び
生
命

一
般

に
於

て
基
礎
附
け
ら
れ
て
居
る
も
の
を
與

へ
る
と
云
ふ
こ
と
、
此

の
事
實

は
つ
ま
り
哲
學

に
あ
り
て
は
、

一
の
精
神
的
個
性

の
典
型
的
な
る
も

の
、
即
ち
全
然
只
自
分
特
有

の
法
則
に
の
み
服
從
す
る
虚

の

一
の
人
格
性

の
、

内
部
・的

に
客
魍
…的
な
る
も

の
が
活
動

し
て
居
る
こ
と
を
、
前
寇

し
て
居
る
の
で
あ
る
。



右

に
述

べ
し
庭

に
よ
り

て
、
哲
學

の
眞

理
概
念

は
事

物

の
客
観
性

を
模
宵
呵
す

る
も

の
で
な
く
、
事
物

の

一
定

の
把

捉

に
於

て
現

示
す

る
が
ま

エ
の

人
間
的

精
神
性

の
典
型

を
、
表

現

す

る
も

の
で
あ

る

こ
と

が
學

ば
れ
る
。
哲
學

の
主

張

に
あ

り

て
は
、
夫
れ
と
野
象

と

の

一
致

が
肝
要

で
あ

る

の
で

な
く
、
其

の
主
張

が
哲
學

者

の
存
在

其
物

に
封

し

て
、
即

ち
哲

學
者

に
於

て
活

動
す

る
人

間
典
型

に
封

し
て
、
充
當
的
表

現

を
與

へ
て
居

る

や
否
や

が
肝
要

で
あ

る
。
哲

學

者

の
人
格
性

は
哲
學

の
主
張

の
内
容

で
な

い
。
其

の
主
張

は
何
れ

か

の
客
観
的

實
在
を
究
明

せ

ん
と
す

る

の
で
あ

る
が
、
併

し
哲

學
者

の
人
格

性

は
其

の
主
張

の
中

に
表

現

さ
れ

て
居

る

の
で
あ
る
。
哲
學

の
主

張
を
携

ふ
人
間

の
特
殊

な
典
型

は
、
他

の
墨

間
内

に
於

て
の
如

く

に
主
張
其
物

の
中

に
消

失
す

る

の
で
な
く

、
ま

さ
し

て
其

の
中

に
固
持

さ
れ

て
居

る
。
是

れ
人
間
的
精
神

の
諸
典
型

は
、
種

々
特

殊

な
色
彩
、
調

整

、
方
向

附
け
等

を
要
求

し
、

そ
う

し

て
其

筈

の
も

の

工
諸
原

理

は
重
大

な

る
折
口學

的
諸

理
論

の
中

に
現
出仔
し
て
居

る

か
ら
で
あ

る
。

か
く

て
吾

々

は
右

の
哲
學
親

を

、
「
哲

學
的

思
惟

は
人
格
的

な
る
も

の
を
物
件

化

し
、
物
件
的

な
る

も

の
を

人
格

化

す

る
」
と
云

ふ
公
式

の
中

に
包
括

す

る

こ
と
が

出

来

る
。
蓋

し
哲
學

的
思
惟

は
世
界
徒

封
ず

る

一
の
哲
黒
崎
態

度

の
最

と
も
深

い
又
最
後

の
方
面

を
、

一
の
世
界
形
象

の
言
語

に
於

て
表

現

し
、
夫

れ
故

に
人

間
的

木

質
諸
特
徴

及

び
本
質
諸
典
型

の
間

に
存

立
す

る
差
異

に
よ
り

て
、
常

に
選
樫
　
造
る
可

き
諸
方
針
及

び
全
髄

的
煮
曲我
に
従

ふ
て
、
世

界

形
象

を
描

く
か
ら

で
あ

る
。

然

ら
ば
存
在

一
般

の
印
象

に
封

ず
る
哲
學
的

反
動

が
、
依

て
以

て
實

現
さ

れ
る
内

容

の
形
態

化

は
如

何

に
し
て
塗
成

さ
れ

る
か

と
云

ふ
に
、
夫
れ

は
即

ち
現
實

存
在

の
與

へ
ら
れ

た
る
諸
現
象

の
中

か
ら

、
或

は
吾
人

の
抽
象

作
用

が
俵

て
以

て
現
實
存

在

の
諸
方
面

、
諸
部

分

、
諸
運
動

を
把

捉
す

る
概
念
的

諸
表
象

の
中

か
ら

、
或
も

の
が
云

は

V
選

び
出

さ
れ

て
、
其

の
現
實

存
在

全
櫨

の
特
有

の
中
核
或

は
意
味

と
し

て
、
作

用

す

る
と
云

ふ
様

に
し

て
途
成

さ
れ

る

の
で
あ
る
。

そ
う

し
て
幽
く

の
如
き

個

々
の
哲
學

の

一
面
性
或

は
偏

局
性

は
、
哲

學

の
最

と
も
深

い
本
質

に
基

因

し

て
居

る
。

足
れ
最
普

遍
的

な

る
も

の
が

一
の
典

型
的

個
性

の
形
式

に
於

て
表

現
さ
れ

る

と
云

ふ

の
が

、
哲
學

の
本
質

と
し

て
認

め
ら

る
可

き

で
あ

る

か
ら

で
あ

る
。
要

す
る

に
世
界

は
断
片

の
総

計

と
し

て
與

へ
ら
れ

て
居

る

の
で
、

そ
う

し
て
部

分

に
謝

し

て
全
髄

を
設
定

せ
ん
と
す

る

の
が
哲
墨
者

の
努
力

で

あ

る
が
、
今
哲

學
者

は
自
己

の
典

型
的

個
性

に
從

ふ
て
選
挿

せ
る
部
分
を
全
髄

と
し

て
設

定
す

る

こ
と

に
よ
り

て
、
其

の
目
的

を
達

す
る

の
で
あ

る
。

か
く

て
哲
學

は
宗

敏

と
同

じ
く

、世
界

を
人
間
化

す
る

と
云

ふ
非

難
を
加

へ
ら
れ

る
。
併

し
か

・
る
非
難

は
哲
學

の
主
旨

を
誤

解

せ
る
も

の

で
あ

る
。

存
在

の
全
盟

印
象

に
封
ず

る
哲
學
的
精

神

の
反
動

は
、
實

質
的

に
叉
志
向

に
於

て
、

世
界

は
個
人

の
中

に
引

蓉
入
れ
ら
れ

、
個

人

の
形
像

に
從

ふ
て

人
間

化

さ
れ

る

こ
と
を
意
味

す

る

の
で
な
く

、
夫

れ

と
は
逆

に
、
個
人

が
引
き
入

れ
ら
れ

る

一
の
典

型
的
世
界

形
象

が
成
立

す
る

こ
と

、
詳

し
く
云

へ
ば

、
人
間

の
此

の
典
型

が
、
疑

ふ
可

か
ら
ざ
る
實
在

と
し

て
自
麗

し

つ
エ
、

一
の
全
艦

の
統

　
性

に
從
臆

し
、
己

れ

が
其

の
統

一
性

か
ら
理
解

さ

れ
得

る
爲

め

に
、

ま
さ

し
く
考

へ
ね
ば
な
ら
な

い
堪

の

一
の
全
膣

が
形

成

さ
れ
る

こ
と
を

、
意
味

す

る

の
で
あ

る
。

そ
う

し
て
夫

れ

に
よ

り
て
哲
學

人
間
學
的
杜
會
哲
學

第
三
十
四
巻

三
五
三

第
二
號

四
三

.



人
間
學
的
肚
會
誓
學

第
三
+
四
巷

三
五
四

第

二
號

四
四

的
世
界
形
象

の
形
式
的
原
理
、
即

ち
精
神

が
世
界

の
不
可
測
的
多
、
多
種
多
様
、
分
裂
、
不
和
合
等
に
封
し
て
必
要
と
す
る
統

一
性
を
獲
得
す
る
な

ど
が
肝
要

で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
、
表
示
さ
れ

て
居
る
の
で
あ
る
。

右

に
述

べ
し
如
く
、
世
界

の
多
性

が
精
神
的
統

一
性

と
な
る
と
云

ふ
こ
と
に
於

て
、
哲
學
は
存
在

の
全
艦
に
封
ず
る
精
神

の
反
動

で
あ
る
と
云
ふ

ζ
と
が
、
ま
さ
し
く
反
映
さ
れ

て
居
る
の
で
あ
る
が
、
今
右

四
世
界

の
多
性

の
精
神
的
統

一
化
と
云
ふ
こ
と
は
、
精
榊

の
無
比

の

一
能
力

に
し
て
、

か
、
る
統

一
化
を
成
就
す
る

レ」
と
が
、
精
神

の
特
有

の
本
質
叉
精
神
を
構
成
す
る
本
質

で
あ
る
。
か
く
て
世
界

の
統

一
化
は
特
有

の
哲
墨
的
作
業

に

し
て
、
そ
う
し
て
其

の
葦

北

に
於

て
、
造

茎

嚢

の
印
象
籔

す
る
糠

の
餐

が
組
ハ
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
併

し
此

の
全
存
套

精

神

に
基

き
、
精

神

の
中

に
存
立

す

る
も

の
と
す
れ

ば
、
精

神

は
夫
れ

の
特
有

の
形
式
を

其

の
全
存
在

に
與

へ
、
其

の
全

存
在

の
内
容

の
多
様

性
を

一

の
櫓
…念

、

}
の
亀忠
義

、

一
の
僧
職値

に
於

て
包
括

せ
ね
ば
た
ら
左

い
こ
と
は
云

ふ
蓑

で
も

な

い
。

今
哲
學
の
葉

的
本
質
を
套

些

し
如
乏

規
定
す
る
と
、
哲
學
の
眞
羅

禽

特
質
は
明
か
に
了
解
さ
れ
・
意

ふ
。
要
若

に
哲
學
の
眞

理
概
念
に
あ
り

て
は
、
世
界

の

一
般
的
或
は
客
観
的
形
象
が
沈
澱

し
て
居
る
の
で
は
な
く
、
世
界

に
謝
す
る
典
型
精
神
的
個
性

の
關
係

が
沈
澱
し
て

居
る

の
で
あ
る
か
ら
、
哲
學

の
眞
理
概
念

の
特
質
は
、
右

の
如
き
關
係
に
於

て
成
立
せ
る
形
象
其
物
に
於

て
表
示
さ
れ

て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し

て
右

の
形
象

は
夫
れ

の
起
源

に
從
ふ
て
、
全
盟
存
在
か
ら

一
面
的

或
は
偏
局
的

に
選
び
出
さ
れ
た
る
、
叉
絶
対
的

の
も

の
と
し
て
調
子
附
け
ら
れ
た

る
、

.奏

書

よ
り

て
成
就
さ
れ
る
禽

存
在

の
統

一
化

の
形
式
を
孕

る
が
、
是
れ
を

る

一
面
性
或
は
偏
局
性

の
代
償
を
彿

ふ
に
非
ら
ず
は
・

吾
人

の
知
力

は
如
何

な
る
全
髄
統

一
を
も
産
出

し
得
な

い
か
ら
で
あ
る
。
か
く

て
哲
學
的
眞
理
の
次
定
的
特
徴
は
、
つ
ま
り
哲
學

の
範
域
内

の
學
説
は

実

れ
の
抽
象

の
頂
上

に
於
て
固
持
さ
れ
る
と
、
完
全
に
適
切
な
る
眞
理
と
し
て
主
張
さ
れ
、
叉
感
じ
得
ら
れ
る
が
・
併
し
其

の
墨
説
が
普
遍
的
主
張

と
し
て
結

び
附
け
ら
。
可
き
個
別
的
な
・
も
の
に
、
其

の
簿

適
用
さ
れ
婁

い
と
云
ふ
・
と
で
あ
・
。
そ
う
し
て
其

の
理
由
は

つ
吉

・
紹
封
的

に
普
遍
的
な
る
も
の
及
び
全
統

一
的
馨

も
の
は
、
只
、

一
面
的
偏
局
的

な
、
綴

的
に
表
示
さ
れ
三

内
容
を
以

て
の
み
實
現
さ
れ
る

き
「至

・

一
切
の
哲
學
的
努
力

に
於
け
る
吾
人

の
精
神

の
深

い
矛
盾
に
存
す
る
と
思

は
れ
る
。
哲
學
的

理
念
は
屡

々
充
分
な
る
普
遍
性
を
有
ナ
る
が
、
併

し
其

の
並
目通
性
は
特
殊
的
な
る
も
の
の
曲
目遍
性

で
な

い
。
か
く

て
哲
學
的
理
念

は
実

れ
の
高
位
か
ら
特
殊
的
な
る
も
の
に
下
る
場
合
に
は
、
夫
れ

の
高
位

に
止
ま
り
、
特
殊
的
経
験
可
能
性

の
標
準
に
從
ふ
て
測
定
さ
れ
る

の
で
な
く
、
夫
れ
自
均

の
標
準

に
從
ふ
て
測
定
さ
れ
る
以
上
、
保
有
す

る
其

の
安

富
性
を
失
な
ふ
の
咽、
あ
る
。
日疋
れ
は
實

に
驚
く
可
き

一
の
關
係

に
し
て
、
警
漏
的

な
る
も
の
と
特

殊
的
な
る
も

の
と
の
論
理
的
關
係

、
超
個
人
的
な

・
・
の
と
夫
れ
籍

び
附
・
ら
れ
る
繧

的
現
蓬

・
の
論
理
的
關
係
昊

餐

大
に
矛
盾
・
、
只
精
神

の
類
縁
あ
藷

現
象
農

大
な
三

範
圃

に
於

て
立

て
ら
れ
る
立
場

に
よ
り

て
の
み
、
正
當
牝
さ

れ
得

る
も

の
で
あ

る
。

,



か
く
て
ジ

ム
メ
ル
は
右

の
關
係
を
彼
れ
特
有

の
距
離
設

9
・・
鼠
目
一昌
話

に
よ
り
て
説
明
し
、
更

に
汎
神
教
的
見
地
及
び
世
界
を
表
象
と
見
る
見
地

を
例

と
し
て
詳
し
く
論
述

し
て
居
る
が
、
此
庭

で
は
之
を
述

べ
る
暇
は
な

い
か
ら
省

い
て
置
く
。
そ
う
し
て
最
後

に
彼

の
論
ず
る
慮
に
よ
れ
ば
、

一

切

の
大
哲
學
的
世
界
概
念

の
パ
ラ
ド
ク
ゼ
は

つ
ま
り
、
其
筈

の
世
界
概
念
は
特
殊
的

な
る
も
の
、
論
理
的

に
は
其
筈

の
世
界
概
念

に
よ
り
て
包
括
さ

れ
て
居
る
も

の
が
、
敢

て
服
從
す
る
を
欲
し
な
い
一
の
絶
対
的

に
普
遍
的
な
る
主
張
を
言
遠
し
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
、
及
び
し
か
も
吾
人
は
其
筈

の

世
界
一梅
…A
心
に

一
の
置
一理
悟
夙
値

を
否
み
得

な
い
と
云
ふ
こ
と
に
於

て
存
在
ナ
る
。
そ
う
し
て
去
れ
に
於

て
、
科
墨
・、
払細
瑾
墨
・、
貴
行
等

に
於

て
妥
當
す

る
普
遍
性

に
野
立
す
る
哲
學
的
普
遍
性

の
特
質
が
明
示
さ
れ
て
居
る
。
夫

九
は
即
ち
哲
學

に
あ
り

て
は
、
普
遍
性

は
事
物

か
ら
獲
得
さ
れ
る
の
で
な

く
、
精
静
的
大
典
型

の

一
が
世
界
及
び
人
生

の
印
象

に
樹

し
て
と
る
が
ま
玉
の
仕
方
或
は
態
度

に
從
ふ
て
、
事
物

の
全
膿
を
反
省
す
る

[
の
表
現

で

あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
哲
學
に
あ
り
て
は
、
個
別
的

に
考

へ
ら
れ
た
る
事
物

の
普
遍
性

が
取
扱
は
れ
て
居
る
の
で
な
く
、
事
物
に
封
ず
る
個
人

構
神
的
な
、
し
か
し
典
型
的
な
反
動

の
普
遍
性

が
取
扱
は
れ

て
居

る
の
で
あ
る
。
然
る
に
其

の
菩
瀬
性

は
悟
性
的
概
念
的
な
途

に
於

て
客
観
化
さ
れ

ね
ば
な
ら
な

い
の
て
走
る
か
,
其

¢
暑
廻
畳
は
口
'
一
¢
但
理
解
な
、

一
直
郎
偏
后
'郎
、な
柏
泡

戸
主

¢
擁
傷
を
ま
さ
し
て
塘
穆
鮮
法
.郵

¢
言
詮
に
翻
講

ず
る
)
を
特

に
引
き
出
し
、
之
を
絶
封
化
す
る
こ
と
に
よ
り
て
の
み
成
就
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
此

の

一
面
性
或
は
偏
局
性
に
よ

っ
て
、

形
而
上
學
的
主
張

の
普
遍
性

と
、
之
を
個
髄

に
於

て
實
現
す
る
ζ
と
の
不
可
能
性

と
の
、
其

の
特
異
な
矛
盾
が
生
起
し
、
特
殊
的

な
る
も

の
の
普
遍

性
と
し
て
己
れ
を
呈
出
し
な
が
ら
、
し
か
も
特
殊
的

な
る
も
の
に
安
富
し
な

い
と
云
ふ
、
形
而
上
學
的
魯
瀬
性

の
構
造

が
説
明
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

今

人

間

の

精

神

的

肚

會

的

歴

史

的

生

産

物

の

一
部

類

に

し

て

、

温

く
哲

學

と

総

稗

さ

れ

て

居

る

も

の

の

一
般

的

概

念

を

規

定

せ

ん

と

す

る

に

當

っ

て

は

、

私

は

右

に
述

べ

し

ジ

ム

メ

ル

の
哲

學

論

に
於

て

學

ば

れ

る

が

如

き

方

針

を

と

る

こ

と

が

、

最

と

も

正

當

で

あ

ら

う

と

考

へ
る

の

で

、
そ

れ

で

私

は

彼

の

哲

學

論

の

ホ

ン
の

大

要

で

あ

る

が

、

し

か

も

本

論

文

に

於

て

は

あ

ま

り

に

詳

し

過

ぎ

る

と

思

は

れ

る

程

、

之

を

説

述

し

た

の

で

あ

る

。

そ

う

し

て

私

は

先

づ

右

に

述

べ

し

が

如

き

意

味

で

の
哲

學

の

一
般

的

概

念

、

つ
ま

り

あ

る

哲

學

の

一
般

的

概

念

を

規

定

せ

ん

と

す

る

に
於

て

は

、

ジ

ム

メ

〃

の

哲

學

論

の

キ

要

思

想

を

大

膿

上

承

認

す

る

の

で

、

か

く

て

私

は

先

づ

あ

る
哲

學

の

一

般

的

概

念

を

左

の

如

く

に
規

定

し

た

い

と

思

ふ

。

即

ち

哲

學

と

は

先

づ

思

惟

す

る

人

が

、

與

へ
ら

れ

た

る

現

實

な

人
間
學
的
社
倉
哲
學

第
三
+
四
巻

三
五
五

第
二
號

四
五



人
筒
學
的
肚
會
哲
學

第
三
+
四
巻

三
五
六

第
二
號

四
六

る
世

界

の

諸

断

片

を

、
自

分

の
典

型

的
精

神

性

に
基

づ

く

一
定

の
仕

方

に

て
如

何
様

に
か

統

一
化

し

、

爽

に
か

く

し

て

成

立

す

る
世

界

全

膿

或

は

現

實

存

在

全

膣

に
撤

し

て

、
自

分

の
典

型

的

精

棘
性

に
よ

り

て
規

定

さ

れ

た

る

一

定

の
態

度

を

と

り

、

其

の
態

度

に
從

ふ

て
築

き

上

げ

ら

れ
た

る
世

界

観

を

概

念

的

に
言

述

す

る
思

想

膿

系

(禮

系

と

し

て

の
度

合

は

種

々
異

な

る

が
)

を

意

味

す
.る
も

の

で
あ

る
。

　私
の

右

の
哲

學

の

一
般

的

概
…念

規

定

に
は

、
術

ほ
言

違

に
不

充

分

な

る
鮎

が

あ

る

か

も

知

れ

な

い

の

で

、
多

少

の
修

正

を
加

へ
る

こ

と

が

必

要

で

あ

る

か

も

知

れ
な

い

。
併

し

私

は
混

く
哲

學

と

縛

辮

さ

れ

る
も

の

の

一
般

的

概

念

規

定

と

し

て

は

、

大

膿

上

右

に
言

述

せ

る

こ
と

は

正

當

で
あ

る
と

信

じ

て
居

る
。

そ
う

し

て
私

は

先

づ

右

の
如

く

に
あ

る
哲

學

の

一
般

的

概

念

を

規

定

し

た

る
後

、

更

に
私

自

身

の

属

す

る
精

神

的
典

型

の
現

代

的

要

求

の
上

か

ら
見

て

、
冠

の
あ

る
可

き

と

考

へ
る
哲

學

の
概

念

を

簡

輩

に
論

述

し

た

い
と

思

ふ
が

、
夫

れ

に
就

て

は

私

は

さ

き

に

,

述

べ
し

如

く

、

マ
ッ
ク

ス
・
シ

ェ
ラ

ー

の
哲

學

論

を

塗

著

す

る

こ
と

が

大

に
有

益

で
あ

る
と

考

へ
て

居

る

の

で
更

に

此

庭

に
彼

の
哲

學

論

の
大

要

を

極

簡

軍

に
述

べ
て
置

く

。
(
竃
畏

し∩
9

巴
①
5
<
。
日

国
≦
凶σq
。
三

葺

冒
。
霧
∩
ゲ
。
昌
団
「q。けの
「

団
p
ロ
9

=
巴
σ
σ
p
冨
ユ

ー
-
し∩
●
し∩
.
い
N
I
言
ω
■)

マ
ッ
ク
ス
・
シ
エ
ラ
ー
も
ジ
ム
メ
ル
と
同
じ
く
、
哲
學
の
自
律
性
を
強
調
し
、
そ
う
し
て
先
づ
哲
學
者
の
人
格
典
型
を
蓮
じ
て
哲
學

の
本
質
を
究
明

せ
ん
」と
す
る
の
で
あ
る
。
か
～
て
彼
は
ジ
ム
メ
ル
の
考

へ
方
に
共
鳴
す
る
庭
少
な
く
な
い
が
、
併
し
彼
は
ジ
ム
メ
ル
と
は
異
は
つ
て
始
め
か
ら
、
あ

る
可
き
哲
學
の
本
質
の
探
究
に
着
目

し
て
居
る
と
思
は
れ
る
。

A.
マ
ッ
ク
ス
.
シ
エ
ラ
ー
は
古
代
希
臘

の
大
哲
學
者
、殊
に
プ
ラ
ト
ン
に
就

て
、
哲
學
の
本
質
を
究
明
す
る
方
針
を
求
め
、
哲
學

の
罫
象
は
存
在
の

一
定
の
一
世
界
で
あ
る
が
、
併
し
精
瀞
が
此
の
存
在
世
界
に
接
鯛
し
得
る
可
能
性
は
、
全
人
柊

の
一
定

の
作
用

(彼
が
道
徳
的
或
は
精
帥
的
飛
躍
の

、



作

用

餌
。.
〉
ζ
口・.
笛
。・・
身
。
..】一、9
。
口

〉
ロ一脈。プ
藝

置
σq
切

と
稗
す

る
も

の
、
即

ち
自

然
的

世
界
観
及

び
倫

ぼ
夫

れ

に
慕

い
づ
け
ら
れ

て
居

る

一
切

の
知

識

欲
求

の
中

に
腰
含
有

さ
れ

て
居

な

い
で
、

一
定

の
特
質

附
け

ら
れ
た

る
愛

の
本
質

の
作

用

に
於

て
慕

い
づ
け
ら
れ

て
居

る
庭

の
、
人

格

の
核

心
或

は
眞
讐

一
の
全
需

作
用
)

に
基
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
章

て
、
そ
う
し
て
先
づ
此

の
道
徳
的
或
は
精
神
的
飛
躍

の
作
用

の
究
明

に
力
を
注

い

で
居

る

の
で
あ

る
o

併

し
彼

は
此

の
道

徳
的
飛
躍

の
作

用
を
詳

し
く
分
析

す
る
前

に
、
先

づ

一
切

の
哲
學

す

る

こ
と
の
根

抵

に
形
式
的

に
存
在

ナ
る
縉

紳
態
度

、
即

ち

彼

が
哲
學
的
緕

肺
態

度

と
群

す
る
も

の
を
考

察

し
て
居

る
が
、
其

の
論
ず

る
庭

に
よ
る
と
、
此

の
精
神
盟

度

は
先

づ

[
の
有
限
的

な
人

間
人
格

の
核

心
或

は
真
髄

が
、

一
切

の
可
能
的

な

る
事
物

の
本

質
的

な
る
も

の
に
参
加

せ
ん
と
す
る
虚

の
、
愛

に
規
定

さ
れ
た
る
作
用

隻
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穿

量

と

し

て

定

義

し

得

ら

れ

る

・
.
か

,
、
て

「
哲

墨

者

」
の

本

質

典

型

を

有

ナ

る

人

は

、

世

界

に

謝

し

て

右

の

知

音

態

度

を

と

り

、

且

つ

右

の

如

を

態

度

を

と

る

限

り

の

人

で

あ

る

。

併
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投

掬
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リ

コ
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　ノ

リ

　コ

ニ
ド
オ

セ

ロ
ヒ

　
　　づ
　
レチ

に

ミ
ロ
う
む
に

ジご

　
　

す
に
お
　ロコ
イ

に

ユゴリ
ヨ
び

り

ス
　
ノ
コ
コ

お
　
ヌ
リ
と

　ユ

さ

事

で

あ

る

。

以

上

述

べ

し

範

園

内

に

於

て

は

、
マ

ッ

ク

ス

・
シ

エ

ラ

ー

の

哲

學

論

は

ジ

ム

メ

ル

の

哲

學

誹

と

大

鷺

上

}
致

し

て

居

る

こ

と

は

注

意

ナ

可

き

で

あ

る

。

マ
ッ
ク
ス
.
シ

エ
ラ
「
は
夫

れ

よ
り
哲
學

は
認
藝

、
あ
る

と
云

ふ

ζ
と

に
就

て
詳

し
く
論

述

し

て
居

る
が
、

彼

は
先

づ
哲
學

は
認
識

で
あ
る
が
故

に
、
形
式
的
或
は
方
法
的
意
窪

於

て
は
攣

の
可
能
的
哲
學
は
主
知
裏

的
で
あ
る
と
同
鷺

・
哲
學
の
形
式
的
圭
墾

蒙

ら
し
て
・
哲
學
者

が
原
本
的

に
.参
加
せ
ん
と
す
る
本
質
的

な
る
も

の
の
質
料
的
内
實

に
關

し
て
、
或
物
を
獲
得
し
、
或
は
推
究
せ
ん
と
す
る
は
謬
見
で
あ
る
こ
と
を
論

述
し
甲、
、
諸
封
象

の
存
在
と
存
在

の
対
象
存
.在

(
夫
れ
の
よ
り
究
極
的
な
る
可
能
性
諸
限
界
は
又
認
識

の
先
天
的

な
る
可
能
性
諸
限
界
で
あ
る
)

と

を
、
最

と
も
鏡
直

81
せ
ね
皆

ら
ぬ
・
と
を
明
か
に
し
、
夫
れ
に
就

て
墓

は
信
仰

の
侍
女
た
・
と
同
陵

・
諸
科
學

の
奎

と
し

て
・
始
め
て

自
己

の
眞

の
威
嚴
を
充
分
に
翼
揮
す
る
庵
の
な
る

こ
と
、
及
び
近
世
哲
學

に
於

て

「
般

に
見
ら
れ
る
如
く
、
哲
學
を
信
仰
か
ら
蜀
立
さ
ぜ
る
と
同
時

に
科

學

の
奴
隷
と

な
す
は
、
哲
學

の
本
質
及
び
威
嬰

損
傷
す
る
も
の
な
・
・
と
等
を
論
じ
、
更
集

畜

産

的
に
明
諮

な
る
本
質
嚢

と

し
て
の
哲
學
と
、
現
實
認
識
と
し
て
の
科
學

と
の
根
本
的
匠
別
、
及

び
夫
に
よ
り

て
確
立
さ
れ
る
盧

の
科
學
か
ら

の
哲
學

の
蜀
立
性

を
誰
明
し
、
叉

哲
學

ぱ
世
界
観
或
は
世
界
観
説
で
あ
ろ
と
見
る
見
解
を
批
評
し
、
終
り
に
貴
賤
理
性
優
位
読
を
批
判

し
て
・
愛
は
認
識

晃

立

つ
も
の
に
し
て
・
債

低
所
異
性

は
存
在
所
真
性

に
先
立

つ
が
、
併
し
夫
れ
が
矯
め
に
憤
値

は
存
在
に
…謝
し
て
本
来
優
位
を
有
す
る
も

の
と
考

へ
る
は
正
常
で
な

い
こ
と
を

論
謹
し
て
居
る
。
要
す
る
に
マ
ッ
ク
ス
・
シ
エ
ラ
ー
は
吾
人

の
精
碑
に
於
け
る
悟
性

の
優
位
を
主
張
す
る
説
も
、
亦
意
志
作
用

の
優
位
を
主
張
す
る
読

人
間
學
的
杜
會
哲
學

第
三
+
四
巻

三
五
七

第

二
號

四
七



■

人
間
學
的
肚
會
哲
學

'

第
三
十
四
巻

三
五
八

第

二
號

四
八

も
総

。
排
斥
し
、
「
表
象
作
用
・
及
び
・
謬

作
用
・
の

一
切

・
種
類

・
、
叉

一
切

・
意
欲
作

用
・
封

・
三

藩

の
燈

皇

張
す
る
の
.で
あ
る
・

。
ッ
ク
ス
.
シ
壬
.
,
契

れ
よ
り
道
徳
的
諜

・
作
用
・
、
全
人
間

・
人
葎

用
・
し
て
・
道
徳
的
諜

・
作
用
・
・轟

的
諜

の
出
登
黙
及

び
肇

素
と
の
二
習

に
別
・
て
、
論
述
し
・
居
る
が
、
此
肇

・
蕩

響

・
だ
・

・
婆

・
暇
は
な
・
・
督

に
彼

は
哲
學

の
灘

及
び
墓

的
羅

肇

と
題
し
。
、
墓

の
本
質
に
関
す
る
彼
の
見
蟹

軽

曽

蕪

・
・
居

・
が
・
要
諄

彼
・
払・
ず
る
庭

よ
れ
ば
・
葦

葺

の

本
質
に
於
て
は
、
五、
人
妻

蕩

に
就
て
接
近
し
得
る
存
薯

・

喜

栗

質
性
及
び
奢

華

結
・
・
更

・
萎

の
も
の
が
聾

的
窪

者
及

。
夫
れ
。
養

、.
の
關
係

に
於
て
存
妾

る
秩
葬

屠

馨

界

・
、
嚴
竃

明
謎
的
・
・
三

霧

・
…

契

さ
れ
る
こ
と
も
無
く
さ
れ
る

こ
と
も
出

来

な

い
、

そ
う

し
て

一
切

の
偶

然
的

現
實
存
在

者

に
暫

し

て
先
天
的

に
委

當
す

る
、
洞
見

で
あ

る
。

へ℃
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つ
・・∋
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犀
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彗

・
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二

①
・.
量

目

　

二

'

〔鮎

。
密
…

:

藍
.

議
・.潜
.鷲

雛

難

繋

舞

鋭職
.擬
。馨

鞍

蘇
.総

構鐸

鰭
難

簸

れ
た
る
実
れ
の
本
籖

域

へ
の
高

、
此
の
事
蚤

砦

蕩

柔

、
耕
.學
的
羅

・
本
管

先
づ
茎

・
・
且
・
諸
科
學

(
ま
さ
し
く
最
と
も
多

種
多
様
な
仕
方
に
て
、
存
霜

野
的
な
、
即
ち
現
馨

霜

調

及
び
養

存
在
鋸

的
葎

在
・
取
扱
ふ
可
・
き
も
で
あ
　

又
夫
れ
の
羅

を
、

肇

に
本
籍

連
蓼

毒

と
し
て
存
立
す
る
所
翼

理
に
基

い
て
で
・
・
が
、
嬰

・
構
想
・
心
内
的
窪

編

・
・
藪

塁

艦
が
爲
す
如
く
、

鐸

撃

確

然
的
現
實
存
在
及
び
夫
れ
の
現
實
存
在
連
結
に
即
し
て
成
就
す
る
か
で
あ
る
庭
の
諸
婁

姦

盗

密
・
騎

士

右
に
甚
だ
璽

に
、
堕

て
藩

不
券

な
が
ら
、
説
述
せ
・

マ
「け
亥

・
シ
・
・7

の
墓

論
は
・
ジ
ム
メ
ル

の
考

へ
方
と

フ
.
ナ
↓

の
考

へ
方
と
を
蓉

・
、
夏

至

繧

練
せ
・

も
の
で
あ
・
と
見
て
・
私
は
あ
る
可
き

哲
學
の
馨

を
墾

。
、
其
の
本
質
を
闡
明
す
・
薦
め
に
、
之
れ
最

要
な
・
珪
華

認
め
た
い

と
思
ふ
・
理

父
上
に
述
べ
し
彼
の
愚

中
、
.少
?

も
大
壁

私
蒙

潔
し
得
　

の
が
馨

存
在
す
・
・
殊

に
墓

と
翠

と
の
鋳

に
閲
す
る
彼
の
見
解
は
、
同
属

に
關
す
・
ジ
・
メ
ル
の
見
解
を
真
結

練
せ
・
も
の
と
し
て
・
私
は



〆

、

r

'之

を
大

に
重
要

視

ル
た

い
と
思

ふ
。
し

か
も
私

は

マ
ヅ
ク

ス
・
シ

ェ
ラ
ー

の
上

に
述

べ
し
哲

學

の
本

質

に
關
す

る
言

逃

を

、
其

の
儘

に
承

認
す

る
こ
と

は
出
来

な

い
。

さ
れ
ど
此

庭

に
は
最

早
之

を

論
評
し

て
居

る
暇

は
な

い
か

ら

、

只
簡

軍

に
私

の
到
達

し

て
居

・
見
解

を
述

べ
る

に
止

め

・
。
要

す

・

に
私

は
上

に
述

べ
し

マ
・
ζ

●
シ
三
フ
あ

哲

學

の
本
質

の
規
定

に
於

て
、
彼

が
「
繕
劉

的

存
在
者
或

は
絶
樹

的

に
存
在
す

る
も

の
」
と
聡

し

て
居

る
も

の
は
、

つ
ま

り

ジ
ム

メ

〃
の
云

ふ
生
命

に
外

な
ら

ぬ
も

の
、
叉

彼

が

「
吾
人

が
諸
賢

例

に
於

て
接

近
し
得

る
存
在

者
の

一

切

の
諸
本
質

性
」

と
稽

し

て
居

る
も

の
は
、

ジ
ム
メ

ル
が
形

式

或

は
理
念

と
辮
す

る
も

の

に
外

な
ら

な

い
と
塔

、

　

ノ

ノ

ニ

う

る
。
し

か
も
私

讐

.

メ

川
し
、
糞

な

っ
て
、
其
筈

の
形
式

或

は
理
念

は
絡

て

つ
ま
り
播

値

的
な

営

の

・
帥

ヌ
ピ
コ
　ア
ヒ

ま
よ
リユ
コロヨ

ヒコじ
ココユ
ロヒ

サ

ら

コ

‡

・潅

石

に

劉

桓

躍
,謹

偲

価

を

含

意

す

る

も

の

と

考

へ

る

の

で

あ

る

が

、

是

れ

は

私

が

七

八

年

前

ま

で

強

く

影

響

さ

れ
て
居
た
り
ッ
ケ
ル
ト
の
償
値
哲
學
か
ら
學
べ
る
見
解
で
あ

る
。

(畢

無

く
・島

童

蒙

の
;

量

。旨

'

目
。
σq
。
。.・

目
2

。
・
o。
団
。。
け。
ヨ

α
。
『

穿

ま

・。℃
霞

¢
…
臼

円
匙

=

鷲

【
・)

但

し

償

値

の

規

定

に

於

て

は

私

は

ム
・
日

で

は

ソ

ッ
ケ

ル
,
と
異
な
れ
る
考

へ
に
到
達
し
て
居
・
の
で
あ
・
。
そ
う
し
て
以
毒

べ
し
が
如
藷

見
解
か

ら
・
私
の
保
有

す
、
典
型
的
蕊

性
の
深
刻
な
・
現
代
的
要
求
に
從
ふ
て
、
私
は
あ
・
可
き
墓

の
難

を
大
艦
上
左
の
如

く
に

規
芒

た
い
意

ふ
。
即
ち
葦

と
は
、
先
づ
生
命
の
究
極
的
本
質
直
観

暴

い
て
器

の
本
質
を
概
禽

に
把

捉
し
、
次
墨

金
か
ら
雷

・
れ
な
が
ら
、
生
命
か
ら
翌

し
て
存
在
す
・
も
ろ
一

の
理
念
或
は
つ

　

は
究

極
盤

値
を
本
質
直
観
し
て
之
を
概
禽

に
把
捉
し
、
終
り
に
か
か
・
理
念
或
繕

値
が
如
篠

に
か
實
現

さ
れ

て
居

る
も

の
と

し

て
、
現
實
態

或

は
現
實

存
在

の
夫

れ
自

身

に
於

て
の
意
味

を
究

明

せ
ん

と

す

る
學
問

で
あ

る
。

人
間
學
豊

喜

學

第
三
+
馨

三
五
九

第
二
號

四
九



人
間
學
的
杜
會
哲
學

第
三
十
四
巷

三
六
〇

第
二
號

五
〇

但

し
私

は
あ

る
可

き
哲
學

の
概

念
を

、
右

に
述

べ
し
が
如

く

に
大

膿
上
規
定

せ
ん
と
す

る
が

、
併

し
敢

て
他

の
哲

學
概

念

の
規

定
を

排
斥

せ
ん

と
す

る
の

で
な

く
、
只

私
が
保
有

す

る
と
信

ず

る
典
型

的
精
神

性

の
現
代

的
要

求

か

ら
見

て
、
右

に
述

べ
し
如

く

に
規
定

す

る

こ
と
が
、

私
自
身

に
と
り

て
最

と

も
満

足
な

仕
方

で
あ

る
と
考

へ
る
だ

け

で
あ

る
。

二
、
肚
會
哲
寧
の
概
念

本

論
文

に
於

て
は
ロ
バ
極
〃間
曲早
に
述

べ
る
に
止

め
る

つ
も
り

で
あ

っ
た
折
口
　學
の
概

念

に
就

て
、
複
相
心外

の
紙

轍
を
費

や
し
た
覚

め
、
以

下
取
扱

は
ん

と
す

る
諸
問
題

に
就

て
は
、
只
箇
輩

に
論
述

す
る

だ
け

に
止

め
ざ
る
を
得

な

い
。

ム
ー肚
會

哲
學

の
概

念

も
、
今

日
ま

で

に
種

々
様

々
に
規
定

さ

れ

て
居

る
。
是

れ
其

の
根

抵
と
す

る
哲

學
概

念

の

規

定
が

種

々
異

な

っ
て
居

る

か
ら

で
あ

る
。

そ
う

し

て
私

は
此

庭

に
、
前

節

に
述

べ
し

私

の
あ

る
可

き
哲
學

の
概

念

に
基

い
て
、
肚
會
哲

學

の
概

念
を
規

定

せ
ん
と

す

る

に
先

だ
ち

、
主
要

な

る
杜
會
哲

學

の
概

念

を
批

判
し

て
置

き

た

い
と
思

ふ
の

で
あ

る
が

、
其

の
暇
が
な

い
爲

め
遺

憾

な
が

ら
他

日
の
機
會

に
譲

り

、
只
簡
軍

に
私
自
身

の
肚

會
哲

學

の
概
念

を

一
般
的

に
論
述

す

る

に
止

め

る
。

却
説

前
節

に
述

べ
し
私

の
あ

る
可

き
哲

學

の

一
般

的
概

念

は

、
哲
學

に
於

て
匝

別

さ

る
可

き
基

本
哲

學
と
哲

學

的
諸
學

科
(〔[♂
閃
≡
己
菖
器
三
島
・藍

島
。
首
記

∈
三

島
6
巳
】…
。。。
℃
}旨
。
冨
=

望

ωN芭

冨

=
)と

を
合

せ

て
包

括
す

る
も

の

で
あ

る
が

、
今
肚
會
哲

學

は

現
實

態
或

は

現
實

存
在

の
特
定

の

一
範

域

、
即

ち
肚
會

的

現
實

態
或

は
肚

會
的

現
實



・鐘

繊

欝

擬

存
在

と
纒

幕

さ
れ

る

一
定

の
範

域

を
樹
象

と
す

る
哲

學

と
し

て
、
云

ふ
ま

で
も
な
く

一
の
哲

學
射

撃
科

で
あ

る
。

術

ほ
私

は
本

論
文

に
於

て
は

、
肚
會

的
理
責
態

中
払

が
特

に
肚

會

と
穂

し

て
、
文
化

か
ら

嘔

刑

せ
ん

と
す

る
も

の

の

み
を
対
象

と

す

る

一
の
哲

學

的
學
科

と

云

ふ
狡

い
意

味

に
、
肚
會

哲
學

の

一
般

的
概

念

を
限
定

し

て
置

き
た

い
と

思

ふ
。

そ
・つ
』

」
私

は
か
か

.。
意

味

5

し
書

哲

學

は
、
先

づ
生
命

か
ら
産

出

さ

れ
な
が
ら
、
し

か

も
生
命

か
ら

濁

立
』

し
存
套

9
.皇

定
の
理
念
或
は
究
極

的
債
値
、
帥
ち
特
に
肚
會
理
念
或
は
祉
會
償
値
と
罹
せ
ら
る
可
き
も
の

を
本

質

直
観

し

て
、之

を
概
念

的

に
確

立
す

る

こ
と

を
、
其

の
第

一
の
任
務

と
な
す
も

の
と
考

へ
る
。
併

し
実

れ

で

吐
會
哲
學
の
任
務
が
警

る
の
で
黛

、實
際
上
更
屏

要
な
る
任
務
は
、枇
會
理
念
黄
経

會
慣
値
が
個
々
の
現

.

實

杜
會

に
於

て
如

何

に
貴

現

さ
れ

て
居

る
か
を
見
定

め

る
こ
と

に
よ
り

て
、
個

々
の
現
實

鮭
會

の
夫

れ
自
身

に
於

て

の
意
味

を
究

明
す

る
.」
と

で
あ

る
。
要

す

る

に
私

は
杜
會
哲

學

は
先
づ
肚
會

理
念

或

は
究

極
的
肚

會
慣
値

を
本

質

直
観

し
、
之

を
概

念

的

に
確

立

し
、
次

に
夫

れ
が
如
何

に
實

現
さ

れ
居

る
か
を

見
定
め

る
こ
と

に
よ

り

て
、
個

々

の
現
貴
社
會

の
夫

れ
自

身

に
於

て

の
意
味

を
究

明

せ
ん
と
す

る
、
一
の
哲

學
的
學

科

で
あ

る
と
考

へ
る
の

で
あ

る
。

.

私
は
肚
會
哲

學

の
概

念

を
先

づ
大

膿
上
右

に
述

べ
し
が
如

く

に

一
般

的

に
規
定

し
、
実

れ
よ
り
其

の
現
定

を
詳

し

く
展
開

す

る

こ
と

に
よ
り

て
、
肚

會
哲

學

の
詳

し
き
意

義

を
究
明

せ
ん

と
す

る
・の
で
あ

る
が

、
先

づ
第

一
に
重

要

な

る
は
、

さ

き

に
述

べ
し
腱

に
よ
り

て
察

知
さ

れ

る
如

く

、
肚
會

理
念
或

は
究
極

的
肚
會
償

値

は
如
何

に
、
又

如
何
な
る
も
の
と
し
て
確
立
さ
れ
奇

き
か
と
云
ふ
問
題
で
あ
る
。
か
-
て
肚
會
哲
學
の
最
根
本
問
題

の
考
究
は
、

二

つ
の
方
面

か
ら
途

成

さ

る
可

き

で
あ

る
。
其

の

一
は
祀
會

理
念

は
如

何

に
し

て
確

立
さ

る
可

き

か
と
云

ふ
方
面

人
間
學
的
社
倉
哲
學

第
三
十
四
巻

三
六
一

第
二
號

五
一



0

人
間
単
射
社
倉
哲
學

第
三
十
四
巻

三
六
二

第
二
號

五
二

に
し

て
、
其

の

二
は
肚
會
理
念

は
如

何
な

る
も

の
と

し

て
確

立
さ

る
可

き
か
と
云

ふ
方
面

で
あ

る
。
嚴

密

に
理
論

的

に
考

ふ
れ
ば

、
先

づ
第

一
の
方
面

か
ら
出

熨

し

て
、
第

二
の
方

面

に
進
む
可

き
で
あ

る
と
思

ふ
が
、
併

し
私

は

本
雑

誌
編

輯

の
便

宜

上

、
本
號

に
於

て
は
第

二
の
方
面

か
ら
考
察

し
、
現
代
文

化
人

の
切
實

な

る
要

求

に
劉

し

て

充
當

的

に
確

立

さ
れ

る
杜
會

理
念

は
、
如
何

な

る
も

の

で
あ

る
可

き

か
を
論
究

し
た

い
と

思

ふ
。
そ

う

し

て
第

一

の
方
面

か
ら

の
考
察

は
「
人

間
學

的
方
法

の
立
場
.」と
題

し
、
別
な

論
文

と
し

て
登
表
す

る

こ
と
と
す
・る
。

罵
、
自
由
に
生
苦
ん
と
す
る
人
間
の
賛
同
生
活
團
膿
(共
同
肚
會
)

私

が
杜
會

哲

學

の
根
本
問
題

と
認

め

る
肚
會

理
念

の
問

題

は
、

現
代
杜
會
哲

學
者

が
既

に
種

々
の
關
係

に
於

て

論
究

し

て
居

る
も

の

で
あ

る
が

、
此

虚

に

一
々
其
筈

の
諸

説

に
就

て
論
評

す
る

暇
は
な

い
か
ら
、
只

私

の
見
解

か

ら
見

て
山持

に
重

要
乏

思

は
れ

る

二
人

の
現

代
社
倉
哲

學
者

の
説

を

、
肚
會
哲

學
史

上
論

理
的
登
展

的

に
結

び

附
け

て
考
察
.し
嘱
,

実̀

れ

に
基

い
て
私

の
見
解
を
簡

輩

に
述

べ

る
に
止

め

る
。

私

が
此

庭

に
先

づ
注

目
し
た

い
と

思

ふ
の
は

、
「ル
ー3
ヅ

ィ
ク

・
シ
ュ
タ
イ

ン
が
千

八
百
九
十

二
年

に
公

に
せ
る
好

著

作
「
哲
學

の
光

り

に
於

て
見
た

る
肚
會
問
題
」
(肉
&
≦
蒔

Q。
什色
p

U
一ゆ
ら。
。
N
一国
一①
同
歯

σq
巴
日

ご
。
三
。
α
巽

℃
『
ま
ω
。
で
臣
p

傲
灘
馨

轄

霧

題
麟
羅

荘
微
騰
翫
塑
勝
攣

)
に
於
て
・
禦

現
代
肚
禽

題
の
華

的
意
義

に
就
て
論
述
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
併
し
此
庭
で
は
最
早
彼
の
論
述
の
大
要
を
も
癒
べ
る
暇
は
な
い
か
ら
、
只

彼
が
現
代
肚
脅
問
題
の
中
心
徽
と
し
て
公
式
的
に
説
述
し
て
居
る
こ
と
を
述
べ
る
に
止
め
る
が
、
要
す
る
に
破
獄

'



現
代
肚

會
問
題

の
中

心
貼

は

、
左

の
公
式

に
於

て
認

め
ら

れ

る
と
考

へ
る
の
で
あ

る
。
郎

ぢ

「
経
濟

的
及

び
文
化

的

に
進

歩

せ
る
個

人
及

び
祀
會

團
膣

の
共

同
生

活

及
び
協

働

は

、
形

成

さ

る
可

き
肚
會

組
織

が
其

の
祀
會

の
総

て

の
成
員

を
出
来

る
だ
け
満

足

さ

せ
る

一
の
均
衡

に
於

て
存
立

す

る
薦

め

に
は
、
如

何
な

る
條

件

の
下

に
置

か

る
可

き

か
」
(Q。
・
ご
)
と
云

ふ
こ
と

で
あ

る
。
そ
う

し

て
今

シ

ュ
タ
イ

ン
が
右

に
述

べ
し
が
如

く

に
公
式
化

廿
.る

現
代

肚

會

問
題

の
中

心
黙

に
就

て

、
現
代
文
化
人

の
肚
會

理
念

を
推
考

す

る
と

、
其

の
肚
會

理
念

と
は

つ
ま
り

「
経
済

的

及
び
文

化
的

に
進

歩

せ
る
現
代
文

化
人

が

、
最

と

も
満

足
し

て
生

活
す

る
共

同
生

活
團

膿
或

は
共

同
杜
會

rマ
を
意

味

す

る
も

の
で
あ

る
と

、
云

ひ
得
ら

れ

る
と
思

ふ
が

、
私

の
知

る
威

で
は

、
實

際

に
於

て
大
謄

上
先

づ
右

の
如

き

肚
會

理
念

を
確

立

し
た

の
は

シ

ュ
タ

ム
ラ
ー

で
あ

る
。

ル
ド

ル

フ
.
シ
ュ
タ

ム
.ラ
ー
が

、

シ
ュ
タ

イ

ン
の
右

の
著
書

が
出

版

さ

れ

て
か
ら
五
年

目

に
公

に
せ
る
有

名

な

る

著

書

「
経

濟

と

法

律

」

(
即
&

。
ζ

し。
雪

・巨
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き

≦

募

9
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①
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詩
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喜

δ
ω
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幕
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)
(罷

纒

畏

霧

働
蜂

軌
額

驚

罐

謹

製

鵬
撚
が
魁
継
鷹
瑚
郷
驚
股
旅
噌
ヤ
)

は

、
・社
會

主
義

の
カ

ン
ト
化

及
び

カ

ン
ト
主
義

の
肚

會
主
義
化

の
上

に
重
大

な

る
影

響

を
及

ぼ
し

た
も

の
で
あ

る
が

(拙
著
「輓
近
の
就
會
思
想
の
研
究
」
土
管
参
考
)
、
此

庭

で
は
只
同
書
第

五
篇
第

三

部

「
肚
會

理
想

主
義
」

中

に
、
彼

が
肚
會

生
活

の
無
制

約
的
究
極

目
標

と
し

て
公
式
化

し

て
居

る

こ
と
を
述

べ
る

に
止

め

て

置

く
。
要

す

る
に
彼

は
肚
會
生

活

の
無
制

約

的
究
極

目
標

は
、
簡
軍

に
要

約
す

れ
ば
、

つ
ま
り

「
自

由

に
意
欲

す

る
人
間

の
共

同
生
活

團

艦

(共

同
肚
會
)
」

で
あ

る
と
云

ふ
の
で
あ

る
。

(∪
δ

O
窪
ρ且
蕊
9
聾

蹄
Φ
剛
ぞ
o
=
8
巴
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「

人
間
學
的
杜
會
哲
篳

篥
三
十
四
巻

三
六
三

第
二
號

五
三



人
間
學
的
肚
會
哲
學

.

第
三
十
四
巻

三
六
四

第

二
號

五
四

冒
。
昌
、。
げ
¢
昌
.
p
.
9

。
()
.
Qo
・
い
◎
い
・)
但

し

シ

ュ
タ

ム
ラ

ー
は
彼

れ
猫

特

の
新

カ

ン
ト
主
義

法
理
學

の
立
場

か
ら
、
肚
會

的
生

活

の
無

制

約

的
究

極

目
標

を
右

に
述

べ
し
如

く

に
確
立

す

る

に
至

っ
た

の
で
、

シ

ュ
タ

イ

ン
が
現

代
肚
會
問

題

の
中

心
鮎
と
認

め
た
も

の
か
ら
考

へ
つ
い
て
之

を
構

想

し
た

の

で
は
な

い
と

思
は
れ

る
が

、
し
か
も
肚
會
哲

學

史

上

か

ら
考

察

す

る
と
、

爾
者

の
間

に
上

に
述

べ
し
が
如

き
論

理
的

登
展
的

連
絡
を
附

け

て
考

へ
得

ら

れ
る
こ
と

は
、
注

目
す
可

き
鮎

で
あ

る
と

思

は
れ

る
。

私

は
肚

會
哲
學

史

上
先

づ

シ
ュ
タ

イ

ン
が

現
代
肚
會
問

題

の
中

心
鮎
と
認

め

た
も
の
か
ら

、
論
理

的

に
登
展

さ

れ
た
も

の
と
皐45
へ
得

ら
れ

る

シ
ュ
タ

ム
ラ
ー

の
肚
會

生
活

の
無
制

約

的
究
極

目
標

の
思
想

は
、
形
式

的

に
は
現
代

文
化
人
藻

刻
痛
切

量

求
す
・
書

理
念
を
、大
壁

正
當
袋

現
す
・
も
の
で
あ
る
と
考

へ
る
の
で
あ
る
が
・

併
し
私
は
既
に
述
べ
し
威
に
　

て
暗
示
し
、
又
次
に
公
に
せ
ん
と
す
・
論
文
「
人
翠

的
方
法
の
立
場
」
長

て

詳
し
く
論
ぜ
ん
と
す
・
聖

、

シ
。
タ
ム
ーフ
あ

加
之

、
新
カ
ン
圭

諜

に
了

ル
ブ
ル
ク
派
の
論
塁

義

の
立
場

か
ら
、
肚
會
哲

學

を
建

設

せ
ん
と

す

る
の

で
な

く
、
生
命
哲

學

の
立
場

か
ら
之

を
建

設

せ
ん

志

す
る

の
で

あ
、
か
ら
、
實
質
的
に
私
の
見
蟹

彼
の
見
解
と
異
な
ら
ぎ

を
禦

い
。
そ

う
し
て
其
の
見
解
の
糞

裏

示

す
る
爲
め
に
、
私
は
シ
。
タ
う
フ
あ

公
式
百

出
に
意
欲
す
・
人
間
の
共
同
生
活
團
讐

は
共
同
杜
會
L
を
修
正

し
て
、
百

由

基

き
ん
と
す
・天

間
の
土
ハ同
生
活
圏
叢

は
共
同
肚
會
」

と
一至

公
式
を
作
成
し
・
之
を
以
て
現

代
文

化

人

の
肚

會

理
念
と

し

て
確

立

せ
ん
と

す

る
の
で
あ

る
。

併
し
右
に
述

べ
し
如
在

、
現
袋

化
人
の
肚
會
理
念
を
公
式
化
す
・
に
於
て
は
・
実
れ
は
軍

に
古
春

望

'



、霧

轟

藩
響

意

想
の

一
結
.旧
化
に
外
な
畠

と
批
奪

・
人

々
が
あ
・
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
決
し
て
・

う
で
な

い
と
信

ん
じ
て
居
、
。
さ
れ
ど
詳
し
-
は
後

に
「
人
蟹

的
方
法
の
立
場
」
に
於
て
論
述
す

§

」
と
に
よ
り
て
明
示
し
た
い

と
思
ふ
か
ら
、
比
婆

は
号

㌻

至

義
の
肚
蓬

念
と
認
め
ら
・
可
　

の
も
・

エ
ン
多

ス
の
塗

る
が

如
く
は
、
つ
　

は
私
の
右
の
公
式
中

に
叢

さ
れ
　

の
な
・
を

;

・指
示
す
る
だ
け
に
止
め

る
・
要
す
る
に

ラ

ゲ
〃
ス
が
「
オ
・
ゲ

ン
.一プ
ユ
・
ン
グ
氏
の
科
學
の
纏

」
や
、

ヲ

・
下

　

科
學

へ
の
肚
會
嚢

霧

展
」

等

に
於

て
論

じ

て
居

る
、
「
必
然

の
國

か
ら
自
由

の
國

へ
の
人
間

の
飛
躍
」
の
思
想

に
於

て
、
彼

が
自

由

の
國

と
云
ふ
は
つ
ま
り

「
の
杜
璽

脅

し
て
、・
そ
う
し
異

れ
は
當
然
私
の
公
式
忠

轟
眠
し
得
ら
れ
る
も
の
で
あ

る

と

罫

よ

」

る
。

,

`
匡
網
昏

オ

!.

ム
ー
上

に
述

べ

し
如

く

に
公

式

化

し

て

、
現

代

文

化

人

の
肚

會

理

念

を

確

立

せ
ん

と

す

る

に
於

て

は

、

種

存
な

る

問
題
が
起

つ
ぞ

る
。
併
し
葦

の
問
題
を
此
庭
三

々
論
究
す
・
・
と
は
勿
論
不
可
能
に
し
て
・
夫
隠

忍
の

藝

日
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
・
が
、
し
か
も
含

の
學
界
の
状
態
に
於
て
、
右
の
如
乱

書

理
念
を
規

定
せ
ん
と
す
・
に
於
て
は
、此

庭
に
是
非
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
少
な
孟

ろ

あ
る
・
其
の
.擾

今

日
濁
逸

の
肚

會
科
學

、
肚
會
哲

學

及

び
文

化
哲

學
等

に
於

て
、
廣

く
認

め
ら
れ

て
来
た

Ω
。
8
①
凶器
9
葺

と

Ω
。
-

、。
=
・。。
『
、
宣

の
匿

31
か
ら

見

て
、
自

由

基

き
ん
と

す

る
人

間

が
、
果

し

て
共
同

生
活

圏
讐

は
共
同
肚
會

Ω
①
ー

ヨ
.
ゴ
、・。。
犀
、
津

を
建
設

す

る
.」
と
が

出
来

る
か
と

云

ふ
問
題

に
し

て
、
其

の

二
は
私

が
杜

會

理
念

毒

す

る
が
如

き

も

の
と
、

イ
デ

オ

ロ
ギ
ー

、
ウ
ト

ビ
ア
及
び

・一

・

奪

と

の
關
係

で
あ

る
。

私

は
含

の
學
界

の
状
態

に
於

て

人
間
學
的
社
倉
衝
撃

`

第

三
十
四
巷

三
六
五

第

二
號

五
五



人
間
學
的
吐
會
哲
學

.

第
三
+
四
巻

三
六
六

第
二
號

五
六

は

、
少

な
く
も
右

の
二

つ
の
問
題

を
考
察

し
て
肚

會

理
念

の
本

質

を
究

明

す

る

に
非

ら
す

は
、
私

が
自

由

に
生

き

ん
と

す

る
人
間

の
共

同
肚
會

と
し

て
規
定

せ
ん
と
す

る
肚

會

理
念

を
、

正
當

に
確
立

す

る

こ
と

は
出

來
な

い
と
考

へ
る
の

で
あ

る
が

、
遺
憾

な

が
ら
本
號

に
於

て
は
最

早
之

を

論
究

す

る
鈴
白

は
な

い
か
ら

、

ヤ

ハ
リ
別
な

論
文
と

し

て
取

扱

ふ

こ
と
と

し
た

い
と

思

ふ
。

四
、
祀
會
哲
學
と
肚
會
政
策
畢

凱工
穿

互

田芹
レ
一士

≧

文

臣

鐸

レ
一D
耳
醐
こ
善
心.=
洋

妾

・ふ
5
目司
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オ
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一
.趾

一
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重

重

違
『
」

0
.稟

ぞ
・

が
大

な

り

小

な

り
肚

會

政

策

學

上

の
諸

問

題

に
論

及

し

て
居

る

こ

と

、
叉

杜

會

政
策

學

上

の
著

作

は

其

の
原

理
と

か
基

礎

と

か

し

て

、

必

ず

や

肚

會

哲

學

上

の
諸

問

題

を

論

述

し

て
居

る

こ

と

を
見

て

も

明

白

で
あ

る

。

そ

う

し

て

雨

者

は
實

礫

土

で
獄

到

底

厳

密

に
は

分

離

さ

れ
難

き

も

の
と

も

思

ば

れ

る
が

、

し

か

も
學

問

論

上

或

は

方

法

論

上

で
は

爾

者

は
嚴

密

に
匪

別

さ

る
可

く

、

又

画

別

し
得

ら

れ

る

も

の

で
あ

る
、
然

ら

ば

両

者

は
如

何

に
匠

別

さ

る
可

き

か

。

但

し

両

者

は

匿

別

さ

れ

る
可

き

も

の

で
あ

る
が

、

決

し

て

分
離

さ

れ

る
可

き

も

の

で
な

く

、

如

何

に
轟

別

さ

れ

る
と

も

、

根

本

的

に
は
密

接

に
相

連

結

し

て

居

る

の

で
あ

る

。

私

は

さ

き

に
述

べ
し

如

く

、
社

倉

哲

學

と

は
先

づ

杜

會

理

念

を

確

立

し

、

次

に
其

の
肚

會

理

念

が

如

何

に
現
實

な

る

諸

祀

會

に
於

て
實

現

さ

れ

て
居

る

か

を

見

定

め

る

こ
と

に
よ

り

て

、

現

實

な

る
諸

肚

會

の
実

れ
自

身

に
於

て

の
意

味

を
究

明

す

る

一
の
哲

學

的
學

科

で
あ

る
と

考

へ
る

の

で

あ

る
が

、

実

れ
と

同
時

に
右

の

二

つ
の
任

務

を

盤



く
す

こ
と

に
よ

り

て
、
肚
會
哲

學

の
任
務

は
根
本
的

に
は
壷

き

て
居

る
と
考

へ
る
の
で
あ

る
。

か

く
て
私

の
見

る

庭

に
よ

れ
ば

、
肚
會

理
念

を
今

日

の
肚
會

に
於

て
、
更

に
將
來

の
肚
會

に
於

て
、
如

何

に
し

て
て
益

々
完
全

に
實

現
す
可

き
か
と
云

ふ
問

題

は
政
策

學

的
問
題

に
し

て

、
肚
會

哲
學

に
属

す

る
も

の
で
な
く

、
そ
う

し

て
此

の
問
題

を

根
本
問

題
と

し

て
建

設

さ
れ

る

一
の
學
問

が

、
即
ち

肚
會
政
策

學

で
あ

る
の
で
あ

る
。

さ
れ
ば

貴
質

的

に
は
杜

會
哲

學

と
肚
會

政
策
學

と

は
甚
だ
密
接

に
相

連
結

し

て
居

る
が

、

し
か
も

両
者

は
學
問

論

的
性
質

を
異

に
す

る
も

の

に
し

て
、
肚
會
哲

學

は

一
の
哲

學

的
學
科

で
あ

る
が

、
肚

會
政
策

學

は

一
の
政
策
學

で
あ

る
の
で
あ

る
。
要

す

る

に
肚
會
哲

學

と
肚
會

政
策
學

と

は
、
實
質

的

に
は
甚

だ
密

接

に
連
結

す

る
も

の

に
し

て
、

一
定

の
枇
會
哲

學

に

懸

じ

て

一
定

の
肚
會

政
策

學

が
建

設

さ

れ

る
の
で
あ

る
が
、
し

か
も

爾
者

は
學

問

論
的
性
質

を
異

に
す

る
も

の
と

し

て
、
匪

別

さ

る
可

く
、
叉
匹

別

し
得

ら

れ

る
も

の
で
あ

る
の

で
あ

る
。
私

は
先

づ
右

に
述

べ
し
如

く

に
、

爾
者

の

一
般
的

關
係

を
規
定

し

、
次

に

ヤ

ハ
リ
肚
會
哲

學

及
び
杜
會

政
策

學

と

、
科
學

と

し
て

の
肚
會

學
と

の

一
般
的

關

係

を
規

定

し

、
終

り

に
肚
會

政
策

學

に
就

て
樹

ほ
少

し

く
述

べ
だ

い
と

思

ふ
。

先

づ
肚
會

哲

學

の
方

面

か
ら
見

て
、
夫

れ
と
科

學
と

し

て
の
社
倉

學

と

の

一
般

的
關
係
を
絡

括

的

に
規

定

す

る

「
が

、
今

肚
會
哲

學

が
肚
會

理
念

を
確

立

せ
ん

と
す

る
に
當

っ
て
は
、
根
本

的

に
は
生
命
哲

學

の
原

理
か
ら
出

登
す

-鋤

可
き
で
あ
る
。
併
し
特
に
現
代
文
化
人
の
社
倉
理
念
を
確
立
せ
ん
と
す
る
に
於
て
は
、
現
代
祀
會
の
経
験
的
事
實

的
知
識
を
重
要
視
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
然
ら
ざ
れ
ば
到
底
現
代
文
化
人
の
要
求
を
充
當
的
に
満
足
さ
せ
る
肚
會
理
念

を
確
立
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
う
し
て
現
代
肚
會
の
纒
瞼
的
事
質
的
知
識
を
組
織
的
艦
系
的
に
與

へ
る
も
の

人
間
量
的
社
倉
哲
學

第
三
+
四
巻

三
六
七

第
二
號

五
七



人
間
學
的
吐
會
哲
學

第
三
十
四
巻

三
六
八

第
二
號

五
八

は
、
即
ち
科
學
と
し
て
の
祀
會
學
で
あ
る
。
更
に
肚
會
哲
學
は
、
肚
會
理
念
が
如
何
に
現
代
の
諸
肚
會
に
於
て
實

現
・
れ
て
居
・
か
を
是

め
・
・
と
に
{

て
、
実
れ
夫
れ
の
現
實
馨

の
夫
昏

身

長

て
の
意
味
を
究
明
す

る

の
で
あ

る
が

、
併

し
実

れ
が
爲

め

に
は

や

ハ
リ
現
代

の
諸
肚

會

の
組
織

的
艦
系

的
な
経
験

的
事

質

的
知
識

を

必

要

と
し

、

そ
う
し

て
之

を
與

へ
る
も

の
は
即
ち
科

學

と
し

て

の
肚
會
學

で
あ

る
の
で
あ

る
。

次

に
肚
會

政
策

學

は
杜
會
哲

學

の
與

へ
る
肚
會

理
念

を
、
如

何

に
し

て
現
代

及
び
將
來

の
肚
會

に
放

て
盆

々
完

全

に
實

現

す
可

き
か
を
考
究

す

る

に
於

て
、

ヤ

ハ
リ
現
代

の
諸
社
會

及

び
過

者

の
諸
肚
會

に
就

て
.
組

織
的
膿

系

む

カレ
ピ
エヌ
む

コき
ヨ

ケ

ロ
を

ジ
ド二
一の　
な
エ
ロご

コ

あ

あ

あ

　
ミ

白

ア
、終

燭

自
身
悟

降

宍
諦

を
巨π
詞

蛇
璽

と
す

る
¢
で

カ
カ

る
知
識

を
資

料
と

し
、
或

は
基

礎

と
し

て
立

て
ら

れ

な

い

一
切

の
杜
會

政
策

は
、
総

て
空

想
或

は
妄

想

で
あ

る
。
換

言
す

れ
ば

現
實

に
即

し
な

い
、
即
ち
科

學
と

し

て

の
杜
會

學
的

知
識

に
基

か
な

い

一
切

の
肚

會

政
策

は

、
如

何

に
高

尚

で
あ

る
と
も
、
総

て
空
想
或

は
妄

想

で
あ

る
。

終
う
経

會
政
輩

の
概
含

就
喬

ほ
少
し
逸

べ
て
置
嘉

、
全

般
経

會
政
策
寵

せ
ら
れ
て
居
る

も

の
を

、
學
問

論
士

か
ら
考
察

し
分

析
す

・
と
、
来

れ
は

つ
ま
り

二

つ
の
部
分

か
ら
成
立

し
て
居

る
こ
と
が
學
ば

れ
る
。
其
の

一
は
書

哲
學
か
ら
與

へ
ら
れ
・
肚
會
理
念
を
、肚
會
崇

ら
與

へ
ら
れ
・
現
質
的
知
識
に
養

て
・

如
何
に
し
て
套

完
金

貸
現
す
可
き
か
を

疫

的
に
規
定
す
・
原
則
に
し
て
、
私
は
之
を
審

肇

の
規
範

と

稻
し
た
い
と
思
ふ
。
其
の
こ
は
其
筈
の
規
範
に
從
ふ
て
、肚
會
理
念
の
益
々
完
全
な
る
實
現
を
圖

る
手
段
に
し
て
、

私
は
之
を
肚
會
政
策
の
技
術
と
孵
し
た
い
と
思
ふ
。
要
す
る
に
私
は

一
般
に
肚
會
政
策
と
稽
せ
ら
れ
て
居
る

も
の

は
、
根
本
的
に
は
肚
會
政
策
的
規
範
と
肚
會
政
策
的
技
術
と
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
立
し
て
居
る

と
考

べ
る
の
で



あ
る
。
然
'る
に
規
範
と
技
術
と
は
串
間
論
上
囁
別
噛
る
可
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
肚
會
政
策
的
規
範
の
學
問
的
設

定
と
肚
會
政
策
的
技
術
の
學
問
的
講
究
と
の
両
者
も
亦
、
學
問
論
上
常
盤
匪
別
さ
る
可
き
で
あ
る
。
さ
れ
ば
私
は

便
宜
上
肚
會
政
策
學
は
、
肚
會
政
策
の
規
範
と
技
術
と
を
合
せ
て
取
扱

ふ
も
の
と
解
し
て
置

い
て
も
よ
い
と
思
ふ

が
、
併
し
嚴
密

に
云

へ
ば
肚
會
政
策
學
と
は
、
只
杜
會
政
策

の
規
範
を
學
問
的
に
設
定
せ
ん
と
す
る
だ
け
の
も
の

に
し
て
、
肚
會
政
策
の
技
術
の
學
問
的
講
究
は
特
に
肚
會
技
術
學
、
或
は
肚
會
工
學

(・§

浮

・ぎ
。
落

目
)
と
稽

せ
ら

る
可

き
も

の
で
あ

る
と

思

ふ
。
要

す

る
に
私

ば
嚴
密

に
云

へ
ば

、
吐
會

政
策

墨

と
枇
會

技

術
撃

破

は
肚
會

工

塾
・と
'ρ
}
壁
川
・
上
し

」
置㌃

～
り
「ρご

う
7)
。

甚
一
ー
ーノ{
腱
1え
訂一
/

〔
「
曽〆・
6

げ
1一d
げ4

今

右

の
如

く

に
、
祀
會

政
策

學

の
概

念

を
嚴
密

に
規
定

す

る
に
於

て
、
私

は
其

の
最

と

も
重
大

な

る

一
問
題

と

し

て
考
究

さ

る
可

き
も

の
は
、

現
代

文
化

人

の
肚
會

理
念

と

し

て
、
自

由

に
生

き
ん
と

す

る
人

間

の
共

同
肚
會

或

は
共

同
生

活
團

禮
な

る
も

の
は

、
資

本
主

義
的
鮭

會
組

織

に
於

て
最

と
も

よ

く
實

現

し
得

ら

れ

る
か
、
又

は
肚
會

主

義

的
杜
會

組

織

に
於

て
最

と
も

よ
く
實

現
し
得

ら

れ

る
か
、
叉

は
如
何
様

に
か
し

て
の
爾
者

の
結

合

に
於

て
最

と

も
よ

く
實

現

し
得

ら

れ

る
か
、
又

は
其
筈

の
外

に
如
何

な

る
祀

會
組

織
が

右

の
祀
會

理
念

を
最

と

も
よ

く
實

現

し
得

る
も

の
と

し

て
考

へ
得

ら

れ

る
か
と

云

ふ
問

題

で
あ

る
と
思

ふ
。
そ
う

し

て
今

日
此

の
問

題

に
決
定

的
解

決

を
與

へ
る

に
躊

躇

す

る
何

れ

の
肚
會

政
策

學

も
、

つ
ま
り

は
僑

而
非

肚
會

政
策
學

に
し

て
、
眞

の
肚
會

政
策

學

で

は
な

い
と
考

へ
る

の
で
あ

る
。

人
間
學
的
社
倉
哲
學

第
三
十
四
巻

三
六
九

第
二
號

五
九


